
文
を
作
り
、
他
人
の
文
設
を
見
て
好
ん
で
指
織
す
る

に
、
そ
の
病
に
中
ら
v

さ
る
こ
と
な
か
っ
た
と
い
ふ
。

シ
マ
サ
キ
ト
ヲ
ベ
エ

島
崎
徳
兵
衛
河
北
郷
向

W
R
1
崎
の
謀
箭
で
、
そ
の
祖
先
は
能
茨
部
品
村
か
ら

こ
L
に
修
り
、
快
h

べ
徳
兵
衛
と
僻
し
た
。
九
代
徳
兵

衛
の
時
寝
海
飴
十
一
山
誌
を
有
し
、
柴
崎
の
木
屋
際
右

術
門
、
宮
腰
の
銭
慶
一
出
兵
衡
と
共
に
、
部
川
の
御
金
御

用
と
な
っ
て
居
た
。
十
一
代
徳
兵
衛
の
時
明
治
組
新

に
品
目
し
、
お
叫
白
品
目
枇
と
群
す
る
銀
行
を
創
め
て
産
売

破
っ
た
。

シ
マ
ダ

島
田

能
業
部
徳
締
郷
に
閲
す
る
郎

世
間
。
山
口
杷
川
田
長
近
年
抽
出
井
畷
合
戦
の
僚
に
、『
積
額

奥
右
衛
門
県
外
政
箪
掛
続
ロ
に
馳
付
、
島
問
村
・
御

伽
村
一
一
砂
市
山
に
火
を
掛
焼
立
る
。
』
と
あ
る
。

シ
マ
ダ
イ
チ
ロ
ウ

島
田
一

夏
幼
名
助
太
郎
。

務
永
元
年
金
将
に
坐
ま
る
。
父
金
助
は
飽
術
に
長
じ

た
の
で
足
利
に
務
げ
ら
れ
、
大
組
小
聞
に
任
ぜ
ら
れ

た
人
で
あ
る
。
一
良
初
め
滞
の
洋
式
兵
術
練
習
腕
た

る
枇
狛
館
に
入
旬
、
銃
飽
の
観
訟
を
慰
ん
で
亦
足
料

と
な
っ
た
が
、
明
治
元
年
齢
二
十
一
に
し
て
越
後
の

肢
に
従
ひ
、
創
を
飼
う
て
下
士
に
進
み
、
次
い
で
似

少
尉
・
少
尉
を
mH
て
市
中
尉
に
泌
み
、
四
年
開
附
兵
解

散
の
前
に
之
を
僻
し
、
東
上
し
て
陸
軍
士
宮
開
制
限
定

書
の
私
塾
に
怨
ん
だ
o
然
る
に
一
良
は
年
阪
に
長
け

て
官
立
の
間
半
校
に
入
る
の
望
.
か
な
か
っ
た
か
ら
逢
に

金
持
に
郎
り
、
そ
れ
よ
り
政
治
に
奔
走
す
ゐ
に
来
っ

た
。
こ
の
後
一
良
は
、
加
賀
滞
が

E
封
を
擁
し
な
が

ら
ま
政
維
新
に
曾
し
て
何
等
お
す
腕
な
か
っ
た
不
名

様
を
快
復
す
る
鍔
に
、

一
快
感
を
鋸
ず
の
必
要
が
あ

る
と
考
へ
、
七
年
江
藤
新
卒
が
佐
賀
に
乱
を
お
し
た

同
こ
れ
に
惚
ぜ
ん
と
誌
り
、
同
年
門
岡
町
田
征
伐
の

mあ

る
や
叉
従
取
を
出
版
し
、
九
年
前
原
一
織
の
萩
の
鼠

に
も
加
ら
う
と
し
た
が
、
皆
志
を
途
げ
な
か
っ
た

た
。
一
段
は
叉
橡
て
腕
附
他
犯
の
抗
%
に
共
鳴
す
る

一

所
あ
っ
た
が
、
十
年
西
郷
阪
胞
の
務
兵
失
敗
す
る
に

一

及
ん
で
、
m
I
帥
町
の
大
官
を
暗
殺
し
、
現
政
府
を
倒
し

一

て
閥
威
の
寝
揚
に
資
せ
ん
と
球
り
、
そ
の
目
標
を
参

一

路
大
久
保
刺
辺
に
保
ん
だ
。
是
世
以
て
一
良
は
、
十

一

一
年
三
月
二
十
五
日
郷
を
殺
し
、
制
戸
を
終
て
海
路
一

東
上
し
、同
志
回
目
池
町
揃
・協
川
巧
一

・杉
本
乙
菊
・
杉
村

一

文
一
及
び
m
同
様
鯨
士
族
設
升
お
篤
と
合
し
て
計
刑
判
を

一

地
め
、
抗
月
十
四
日
午
前
八
時
利
迎
が
能
よ
闘
の
邸

一

を
出
で
、
二
一
間
立
の
脳
献
に
一
米
じ
、
赤
坂
の
お
陪
に

一

赴
か
ん
と
し
て
紀
地
引
則
前
水
谷
に
緊
る
を
裂
し
、

一

也
諜
は
一
の
膳
闘
を
断
り
、
乙
街
は
他
の
馬
闘
を
披

一

ひ
、

一
良
は
利
泊
キ
一
取
中
に
刺
し
、
他
の
同
志
亦
之

一

を
引
下
し
て
斬
殺
し
た
。
一
民
等
乃
ち
宮
門
に
去
っ

一

て
自
首
し
、
鍛
冶
縮
政
獄
に
囚
へ
ら
れ
、
七
月
二
十

一

七
日
市
ぷ
廿
段
獄
に
於
い
て
断
刑
に
陛
せ
ら
れ
た
。

一

時
に
年
三
十
一
。

一

シ
マ
ダ
カ
ン
Z

モ
ン

島
田
勧
右
衛
門

父
は
奥

一

兵
衛
。
大
坂
一
持
役
に
二
一
ニ
，
丸
の
聞
に
於
い
て
敵
首

一

一
つ
脅
娘
、
級
世
加
へ
て
抗
菌
石
に
す
・旬
、
能
号
奥

一

刑
制
裁
許
・足
粍
顕
に
惟
任
L
、出
治
一
児
証
・
に
残
し
た
。

一

シ
マ
ダ
カ
ン
ベ
エ
ア
ゲ
チ
マ
チ

島
田
勘
兵
衛
上

一

地
町

』
シ
マ
ダ
マ
テ
鳥
山
町
。

一

シ
マ
ダ
キ
ン

島
田
勤
通
搭
椀
抗
郎
。
簡
は
勤
、
一

手
は
子
阪
、
説
は
豹
節
。
文
化
九
年
家
を
裂
い
で
M
m
一

廻
組
に
列

L
、
文
政
四
年
験
地
奉
行
と
な
り
、
製
年

一

竹
部
御
殿
の
書
院
組
と
な
っ
た
。
前

m持
腐
の
事
後

一

十
一
年
旭
中
新
川
郡
の
銀
坑
を
官
し
、
多
年
の
静
穏

一

を
餅
決
し
て
却
が
あ
り
、
後
諸
職
を
将
、
弘
化
三
年

一

十
月
十
日
六
十
践
を
以
て
授
。

シ
マ
ダ
ジ
ユ
ウ
ベ
エ

島
田
十
兵
衛
覧
永
二
年

前
回
利
常
に
仕
へ
、
御
射
手
に
任
じ
、
一白
沢
十
石
を

受
け
た
。
子
孫
相
綴
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

シ
.マ

シ
マ
ダ
セ
イ
エ
モ
ン

島
田
清
右
衛
門
凶
長
十

王
年
実
制
御
治
左
衛
門
の
也
知
二
百
石
を
殴
ぎ
、
母

の
氏
に
よ
り
て
山
田
町
と
改
め
、
誠
治
二
年
間
問
。
子
孫

相
綴
い
で
掛
川
に
仕
へ
る
。

シ
マ
ダ
h
F
ダ
オ

Z

島
田
忠
臣
山

Mm忠
隠
は
菅

原
道
民
の
伯
父
で
あ
る
。
消
和
天
県
天
安
三
年
(
貞

糊
元
〉
劫
滋
凶
使
能
慣
に
来
h
v
、
加
賀
に
州
問
雌
せ
し

め
ら
れ
た
が
、
別
使
胤
元
伯
械
め
て
文
立
に
翻
っ
た

か
ら
、
=
一
且
十
三
日
越
前
械
少
践
で
あ
っ
た
忠
臣
を

似
に
加
賀
制
大
時
出
た
ら
し
め
て
、
か
の
凶
に
赴
き
則

元
伯
と
昭
和
せ
し
め
た
。
他
年
滋
侭
が
加
賀
閥
司
を

衆
ね
た
時
、
自
ら
そ
の
光
炉
、
を
寓
び
、

一
一
仰
を
賦
し

て
忠
隠
に
削
っ
た
が
、
こ
の
時
楽
浪
守
で
あ
っ
た
忠

隠
は
そ
の
削
に
利
し
た
。

シ
マ
ダ
バ
ン
ジ
ユ
ウ
ロ
ウ

島
田
伴
十
郎

前

は

十
方
。
滞
の
老
臣
本
多
氏
に
仕

へ
て
足
純
で
あ
っ

た
。
明
治
元
年
間
耐
兵
の
伍
長
と
な
b
、
二
年
三
月
邸

休
し
た
が
、
部
い
で
政
宅
本
多
政
均
の
暗
殺
せ
ら
れ

た
後
報
復
の
単
に
典
り
、
四
年
十
一
且
そ
の
仇
石
黒

叢
=
一
郎
そ
取
京
に
附
器
開
眼
せ
ん
と
し
た
が
得
ず
、
迭
に

自
首
し
て
禁
鋼
三
年
に
盛
せ
ら
れ
た
。
什
七
年
授
す

る
時
抗
十
七
。

シ
マ
ダ
ホ

島
田
保

石
川
部
に
在
っ
た
。
惚
永

引
一
年
四
月
十
九
日
附
足
利
滋
持
の
敬
白
に
、『
加
賀

附
中
時
砧
削
保
内
五
段
郁
、
早
任
相
mm
知
行
之
首
合

光
際
附
丸
可
街
紳
甲
山
肌
如
何
。
』
と
あ
る
。
今
上
島
町
・

下
烏
闘
が
存
す
る
。

シ
マ
ダ
マ
サ
ト
モ

島
田
正
知

大
観
寺
に
同
町
住

し
た
抽
出
入
。
辺
都
奥
三
郎
。
金
搾
に
於
い
て
宮
城
角

兵
衛
正
直
か
ら
含
山
市
流
の
槍
術
を
裂
ひ
、
後
大
田
開
寺

マ
品
マ
ト
晶
君

に
あ
っ
て
之
を
教
授
す
る
に
及
び
、
正
知
流
と
も
正

智
統
と
も
抑
制
し
た
。

シ
マ
ダ
マ
チ

島
田
町

金
搬
の
町
名
。
亀
尾
記

に
、
的
閃
町
は
古
へ
畝
間
関
椛
五
郎
が
住
居
し
た
叫
別
で

あ
る
と
す
る
が
、
金
源
古
刊
剛
志
に
は
そ
れ
を
設
と
し

て
ゐ
る
。
日
〈
延
貨
の
金
抑
制
を
見
れ
ば
、此
の
一
向

は
都
ベ
て
武
家
屋
敷
で
、
北
側
は
嶋
凶
勘
兵
術
・渡

部
勘
右
術
門
等
の
居
郎
、
南
側
は
到
上
八
左
術
門
・

阿
久
太
郎
等
の
底
郎
で
あ
る
。
叉
元
融
六
年
の
士
艇

に
、
組問
削
勘
兵
衡
を
郭
光
寺
後
引
円
上
勘
庄
衛
門
筋
向

角
と
見
え
て
、
延冊以
・元
織
の
頃
に
は
こ
L
に
崎
町

勘
兵
衛
が
居
た
が
、
そ
の
後
郎
地
を
返
上

L
、
地
子

地
と
な
っ
た
と
見
え
て
、
元
政
九
年
の
地
子
町
肝
間

以
許
附
に
、
柳
町
の
次
に
的
問
勘
兵
衛
上
地
町
と
あ

る
。
是
則
ち
今
云
ふ
的
問
問
で
、
元
政
以
後
こ
の
名

群
が
的
っ
た
の
で
あ
る
と
。

シ
マ
ダ
マ
チ
ハ
チ
ケ
ン
チ
ョ
ウ

島
田
町
八
問
丁

金
保
島
凶
町
の
小
名
で
、
古
へ
家
屋
が
入
軒
あ
っ
た

か
ら
の
名
だ
と
い
ふ
。
今
向
俗
聞
に
こ
の
名
を
呼
ぶ

も
の
が
あ
る
。

シ
マ
ダ
ヨ
へ
エ

島
田
奥
兵
衛
前
間
利
長
に
仕

へ
、
二
百
石
を
受
け
、
臨
長
十
八
年
回
目
。
子
孫
制
綴

い
で
務
に
仕
へ
る
。

シ
マ
ノ
イ
ツ
キ
ヲ

島
野

一
銅
金
搾
の
俳
人
で
、

行
聞
に
お
ら
し
た
ゃ
う
で
あ
る
。
和
凶
の
門
。
桜
下

坊
・
采
級
制
川
・
錠
笠
人
な
ど
干
も
就
す
る
。
曾
て
欣
之

坊
の
制
官
邸
を
義
仲
寺
に
緊
納
し
た
。
安
永
・天
明
の

附
引
の
入
。

シ
マ
ノ
ジ

島
之
地

能
器
官
ぬ
を
い
ふ
。
応
入
ム
ソ

と
い
ふ
も
こ
れ
に
同
じ
い
。

シ
マ
ノ
リ

島
海
苔

国
家
補
帥
h
n
h
M
で
産
す
る

黒
海
苔
を
名
産
と
し
て
島
海
苔
と
い
う
た
。
大
河
村

内
担
問
山
政
支
智
天
正
九
年
二
且
廿
九
日
柴
閉
勝
家
か

ら
祖
升
悩
前
{
寸
に
宛
て
た
部
品
開
に
、『
御
使
札
於
京
都

相
慾
候
。
仰
臨
海
苔
箱
一
役
懸
御
窓
候
。

-zk
。』と

見
え
る
。
滞
政
時
代
で
は
倒
倉
海
苔
と
も
納
念
品
海

三
七
七


